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「国宝」誕生110周年記念特別公開 

国 宝 信貴山縁起絵巻 

特別陳列 

 － 日本画家 － 
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9月1日(金)～9月24日(日) 会期中無休 

8月24日(木)～9月24日(日) 会期中無休 
日曜日　百々俊雅 

百々俊雅 
の世界 

ど ど とし まさ  
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今
日
の
文
化
財
保
護
制
度
の
原
型
で
あ
り「
国
宝
」

と
い
う
言
葉
を
最
初
に
用
い
た
の
は
、
明
治
三
十
年

（
1
8
9
7
）に
公
布
さ
れ
た
古
社
寺
保
存
法
で
す
。

そ
の
古
社
寺
保
存
法
の
運
用
の
中
核
で
あ
っ
た
国
宝

調
査
室
で
長
く
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
金

沢
に
生
ま
れ
た
中
川
忠
順
（
明
治
六
年
〜
昭
和
三
年
）

で
す
。
 

　
そ
こ
で
本
年
が
古
社
寺
保
存
法
公
布
百
十
周
年
に

あ
た
る
こ
と
か
ら
、
文
化
財
の
指
定
と
保
護
に
尽
力

し
た
中
川
忠
順
の
故
郷
金
沢
に
お
い
て
、
日
本
美
術

史
上
重
要
な
位
置
を
占
め
る
国
宝
「
信
貴
山
縁
起
絵

巻
」
全
三
巻
全
画
面
を
初
め
て
同
時
公
開
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
 

　
信
貴
山
縁
起
絵
巻
は
、
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
「
伴

大
納
言
絵
巻
」
「
鳥
獣
戯
画
」
と
と
も
に
四
大
絵
巻

の
一
つ
で
、
平
安
時
代
中
期
に
信
貴
山
（
現
奈
良
県
）

の
朝
護
孫
子
寺
を
中
興
し
た
僧
、
命
蓮
に
ま
つ
わ
る

説
話
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
 

　
①
山
崎
長
者
の
巻
（
飛
倉
の
巻
）
、
②
延
喜
加
持

の
巻
、
③
尼
公
の
巻
の
三
巻
か
ら
な
り
、
今
日
の
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な
が
る
画
面
展
開
は
、
物
語

と
し
て
の
楽
し
さ
、
絵
画
と
し
て
の
秀
逸
な
表
現
力

の
高
さ
を
併
せ
持
ち
、
最
も
魅
力
あ
る
絵
巻
と
な
っ

て
い
ま
す
。
卓
抜
な
構
図
の
妙
、
い
き
い
き
と
し
た

筆
の
運
び
、
繊
細
な
色
彩
表
現
な
ど
は
、
鑑
賞
者
を

魅
了
せ
ず
に
は
お
き
ま
せ
ん
。
 

　
こ
の
展
覧
会
は
、
国
宝
「
信
貴
山
縁
起
絵
巻
」
を

特
別
に
公
開
す
る
も
の
で
、
史
上
初
め
て
全
三
巻
を

同
時
に
、
巻
頭
か
ら
巻
末
ま
で
通
し
て
、
そ
の
全
貌

を
ご
覧
い
た
だ
く
大
変
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
す
の

で
、
是
非
ご
鑑
賞
下
さ
い
。
 

 

山
崎
長
者
の
巻
 

　
空
を
飛
ぶ
鉢
が
山
崎
の
長
者
の
米
倉
を
命
蓮
の
い
る
信

　
貴
山
上
に
運
ん
だ
が
、
命
蓮
の
法
力
に
よ
り
米
俵
だ
け

　
は
長
者
の
家
に
戻
っ
た
と
い
う
話
。
 

◆
観
覧
料 

個
　
　
　
人 

団
体
（
20
名
以
上
） 

大　人 

1,200円 

大　人 

900円 

中高生 

800円 

中高生 

500円 

小学生 

600円 

小学生 

300円 

※
当
館
友
の
会
会
員
は
受
付
で
の
会
員
証
提
示
に
よ 

　
り
、
団
体
料
金
に
な
り
ま
す
。 

「国宝」誕生110周年記念 

国 宝 信貴山縁起絵巻 

延
喜
加
持
の
巻
 

　
時
の
延
喜
帝
（
醍
醐
天
皇
）
の
病
気
を
、
命
蓮
が
祈
祷

　
に
よ
り
治
癒
し
た
話
。
命
蓮
の
祈
祷
に
よ
り
治
癒
し
た

　
と
い
う
証
明
に
剣
の
護
法
と
い
う
護
法
神
「
護
法
童
子
」

　
を
遣
わ
し
た
と
い
う
話
。
 

尼
公
の
巻
 

　
年
老
い
た
命
蓮
の
姉
・
尼
公
が
、
信
濃
の
国
か
ら
弟
を

　
尋
ね
て
奈
良
に
至
り
、
東
大
寺
大
仏
の
夢
告
に
よ
り
信

　
貴
山
に
登
り
、
弟
と
め
ぐ
り
あ
い
一
緒
に
住
む
こ
と
に

　
な
っ
た
と
い
う
話
。
 

た
だ
よ
り
 

ち
ょ
う
ご
そ
ん
し

じ

 

や
ま
ざ
き
ち
ょ
う
じ
ゃ
 

と
び
く
ら
 

え

ん

ぎ

か

じ

 

あ
ま
ぎ
み
 

し

ぎ

さ

ん
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今月のコレクション展示室 
（第4展示室） 

8月24日(木)～9月24日(日) 会期中無休 

特別陳列 
－日本画家－ 百々俊雅の世界 

石川県立美術館だより　第275号 

　
昭
和
十
四
年
、
大
阪
市
に
生
ま
れ
た
百
々
氏
は
、
高

校
生
の
頃
、
雑
誌
で
京
都
の
日
本
画
家
・
西
山
英
雄
氏

の
躍
動
感
あ
ふ
れ
る
絵
に
出
会
っ
て
感
動
し
、
絵
の
道

に
進
み
ま
す
。
三
十
四
年
に
金
沢
美
術
工
芸
大
学
美
術

学
科
絵
画
専
攻
日
本
画
に
入
学
し
て
研
鑽
を
積
み
、
在

学
中
に
現
代
美
術
展
で
最
高
賞
を
受
賞
し
た
り
、
全
関

西
展
に
出
品
す
る
な
ど
、
活
発
に
制
作
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
し
た
。
三
十
八
年
に
卒
業
し
た
後
、
西
山
氏
に

師
事
し
、
そ
の
色
彩
豊
か
で
力
強
い
表
現
に
刺
激
を
受

け
、
自
己
の
作
風
を
追
究
し
て
い
き
ま
す
。
一
時
期
、

朝
日
新
聞
大
阪
本
社
広
告
部
デ
ザ
イ
ン
室
に
勤
め
な
が

ら
制
作
を
続
け
、
四
十
六
年
に
は
日
展
に
初
入
選
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
五
十
二
年
に
、
当
時
、
金
沢
美
術
工

芸
大
学
で
教
鞭
を
執
っ
て
い
た
西
山
氏
に
誘
わ
れ
て
母

校
に
赴
任
す
る
こ
と
に
な
り
、
以
来
、
平
成
十
六
年
ま

で
熱
意
を
持
っ
て
後
進
の
育
成
に
あ
た
り
ま
し
た
。
そ

の
間
、
日
展
を
中
心
に
作
品
を
発
表
し
、
平
成
元
年
に

は
日
展
で
特
選
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た
、
日
春
展
で
は

奨
励
賞
（
昭
和
五
十
八
、
五
十
九
、
六
十
、
平
成
六
、

九
年
）
・
日
春
賞
（
平
成
四
、
十
三
年
）
、
菅
盾
彦
大

賞
展
で
は
準
大
賞
（
平
成
五
年
）
を
受
賞
す
る
な
ど
、

日
本
画
壇
に
着
実
に
自
己
の
足
跡
を
残
し
て
い
っ
た
の

で
す
。
 

　
百
々
氏
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
主
に
現
代
に
生
き
る
女

性
で
あ
り
、
作
者
の
身
近
に
接
し
た
豊
か
な
自
然
や
、

現
代
都
市
の
営
み
を
背
景
に
し
て
、
鮮
や
か
な
色
彩
と

装
飾
的
な
構
成
に
よ
っ
て
、
華
麗
で
し
な
や
か
に
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。
中
に
は
、
母
子
の
麗
し
い
情
愛
を
感

じ
さ
せ
る
作
品
も
見
ら
れ
、
作
者
の
暖
か
い
ま
な
ざ
し

や
生
き
る
喜
び
が
、
画
面
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で

す
。
さ
ら
に
近
年
は
、
『
金
沢
百
景
』
と
し
て
、
四
季

折
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
見
せ
る
金
沢
の
街
並
を
、
情

緒
豊
か
に
と
ら
え
た
ス
ケ
ッ
チ
を
発
表
し
て
注
目
さ
れ

ま
し
た
。
 

　
本
展
は
、
百
々
氏
の
代
表
作
を
一
堂
に
展
示
し
、
そ

の
画
業
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
氏
の
華
や
か
な
現
代

の
女
性
美
の
世
界
を
ご
覧
い
た
だ
こ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
 

 

演題　「日本画と私」 

講師　百々俊雅 氏 

日時　9月3日（日）午後1時30分～ 

会場　当館ホール［聴講無料］ 

講　演　会 

招
く
日
　
平
成
十
年 

占
い
　
昭
和
五
十
九
年 

石
川
県
立
音
楽
堂（『
金
沢
百
景
』よ
り
） 

平
成
十
五
年 
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「
尊
經
閣
文
庫
名
品
展
 

ー
経
典
・
仏
典

の
優
品
と
日
本
の
漢
詩
文
ー
」
 

　
江
戸
時
代
中
期
の
儒
者
、
新
井
白
石
は
「
加
賀
は

天
下
の
書
府
」
と
評
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、

加
賀
藩
第
三
代
藩
主
前
田
利
常
に
始
ま
る
書
物
・
名

品
の
収
集
は
、
四
代
藩
主
光
高
を
経
て
、
五
代
藩
主

綱
紀
（
綱
紀
の
収
集
品
を
特
に
「
尊
經
閣
蔵
書
」
と

称
す
る
）
に
至
り
、
質
量
と
も
に
わ
が
国
を
代
表
す

る
文
庫
の
一
つ
と
し
て
成
立
し
、
五
代
藩
主
以
降
も

書
物
と
名
品
の
充
実
が
図
ら
れ
て
今
日
の
前
田
育
徳

会
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。
収
集
品
は
各
種
の
書

籍
・
典
籍
、
美
術
工
芸
品
の
ほ
か
、
藩
主
前
田
家
の

什
物
・
武
具
な
ど
を
も
加
え
た
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
に

わ
た
る
も
の
で
す
。
そ
の
中
で
は
、
わ
が
国
の
古
典

文
学
・
古
記
録
・
古
文
書
類
が
著
名
で
す
が
、
漢
詩

文
と
仏
典
関
係
作
品
に
も
名
品
や
逸
品
が
多
く
み
ら

れ
、
中
で
も
漢
籍
に
わ
た
る
漢
詩
文
関
係
の
作
品
群

は
、
和
本
関
係
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
も
迫
る
充
実
度
が

窺
え
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
今
ま
で

展
示
機
会
の
少
な
か
っ
た
漢
詩
文
関
係
作
品
の
中
で

も
、
日
本
人
の
漢
詩
文
関
係
作
品
と
、
仏
典
関
係
の

優
品
を
展
示
し
、
育
徳
会
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
も
う

一
つ
の
顔
を
眺
め
る
も
の
で
す
。
 

　
〈
漢
詩
文
コ
ー
ナ
ー
〉
わ
が
国
の
文
物
の
多
く
は

伝
統
的
に
、
大
陸
文
化
に
発
し
て
そ
の
影
響
下
で
培

わ
れ
発
展
し
て
き
た
も
の
で
、
も
ち
ろ
ん
、
わ
が
国

の
漢
詩
文
も
大
陸
か
ら
の
、
文
芸
作
品
と
思
想
の
請

来
を
契
機
と
し
て
、
継
承
と
発
展
を
繰
り
返
し
、
そ

れ
ぞ
れ
特
徴
を
み
せ
る
時
代
画
期
を
形
成
し
て
い
ま

す
。
 

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
漢
詩
文

の
変
化
・
流
れ
に
沿
っ
て
、
画
期
と
な
る
四
つ
の
時

代
に
分
け
て
構
成
す
る
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
代
表
作
に
つ
い
て
尊
経
閣
文
庫
所
蔵
品
中
の
名
品

を
展
示
す
る
も
の
で
す
。
 

　
具
体
的
に
は
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
前
期
に
 

か
け
て
は
、
現
存
す
る
我
が
国
最
古
の
漢
詩
集
で
あ

る
「
懐
風
藻
」
写
本
を
は
じ
め
と
し
て
勅
撰
集
の
一

つ
で
あ
る
「
文
華
秀
麗
集
」
写
本
や
「
菅
家
後
集
」

写
本
な
ど
。
藤
原
時
代
（
平
安
時
代
後
期
）
か
ら
鎌

倉
時
代
に
か
け
て
は
、
宮
廷
官
人
の
漢
詩
集
で
あ
る

「
本
朝
麗
藻
」
写
本
や
、
「
資
実
・
長
兼
両
卿
百
番

詩
合
」
写
本
な
ど
の
、
詩
合
・
詩
歌
集
な
ど
を
中
心

に
。
ま
た
南
北
朝
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
は
、

当
時
の
漢
詩
文
の
中
心
で
あ
っ
た
五
山
文
学
に
お
け

る
漢
詩
文
集
で
あ
る
「
絶
海
録
（
附
）
蕉
堅
藁
」
の

版
本
な
ど
。
さ
ら
に
江
戸
時
代
前
期
と
し
て
は
「
南

郭
文
集
」
を
代
表
と
す
る
活
発
な
展
開
を
示
し
た
儒

家
の
漢
詩
文
集
を
、
さ
ら
に
「
黄
檗
高
泉
詩
」
の
よ

う
に
黄
檗
僧
に
よ
る
漢
詩
文
の
代
表
作
を
、
さ
ら
に

朝
鮮
通
信
使
と
の
贈
答
詩
集
で
あ
る
「
和
漢
唱
酬
集
」

な
ど
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
る
も
の
で
す
。
展
示
で

は
、
育
徳
会
所
蔵
本
に
し
か
見
ら
れ
な
い
希
少
本
や
、

古
活
字
本
な
ど
多
彩
な
ス
タ
イ
ル
の
本
が
展
示
さ
れ

る
こ
と
も
見
所
の
一
つ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。
 

　
〈
仏
典
コ
ー
ナ
ー
〉
仏
典
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
経
巻

と
仏
書
の
優
品
を
中
心
と
す
る
展
示
で
す
。
経
典
は
、

装
飾
経
料
紙
の
華
麗
な
美
と
書
の
美
の
融
合
が
特
徴

と
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
が
、
書
写
し
た
人
物
や
書

写
・
奉
納
者
の
動
機
や
祈
り
、
さ
ら
に
書
写
の
背
景

な
ど
も
鑑
賞
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
国
宝
　
賢
愚
経
残
巻
（
大
聖
武
）
」
は
特
殊
な
料

紙
（
荼
毘
紙
）
に
、
唐
風
の
堂
々
と
し
た
書
風
を
誇

る
も
の
で
、
聖
武
天
皇
宸
筆
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
も

の
で
す
。
ま
た
「
国
宝
　
宝
積
経
要
品
」
は
、
足
利

尊
氏
・
義
直
、
夢
想
疎
石
が
「
大
宝
積
経
」
の
要
品

（
主
な
章
段
）
を
書
写
し
た
も
の
で
、
紙
背
の
本
紙

は
光
明
院
を
は
じ
め
、
尊
氏
・
義
直
、
夢
窓
疎
石
ら

二
十
七
人
の
和
歌
短
冊
を
継
ぎ
連
ね
た
折
本
で
出
来

て
い
る
と
い
う
た
い
へ
ん
珍
し
い
も
の
で
す
。
 

■
録
（
附
）
蕉
堅
藁 

今月のコレクション展示室 
（前田育徳会展示室） 

特別陳列 

尊經閣文庫名品展 
8月24日(木)～9月24日(日) 会期中無休 
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◆
観
覧
料 個

　
　
　
人 

団
体
（
20
名
以
上
） 

一　般 

350円 

一　般 

280円 

大学生 

280円 

大学生 

220円 

高校生以下は 

無料 

高校生以下は 

無料 

今月のコレクション展示室 
（第2展示室） 

8月24日(木)～9月24日(日) 会期中無休 

特 集　琳 派 

 

　
日
曜
日
 

　
招
く
日
 

百
々
俊
雅
 

百
々
俊
雅
 

第
4
展
示
室
 

□
色
紙
貼
交
秋
草
図
屏
風
 

□
槇
檜
図
屏
風
 

　
青
手
老
松
図
平
鉢
　
古
九
谷
 

本
阿
弥
光
悦
 

俵
屋
宗
達
 

第
2
展
示
室
 

前
田
育
徳
会
展
示
室
 

● ● ◎
賢
愚
経
残
巻（
大
聖
武
）第
三
巻
 

◎
宝
蹟
経
要
品
 

● ◎
色
絵
雉
香
炉
 

◎
色
絵
雌
雉
香
炉
 

野
々
村
仁
清
 

野
々
村
仁
清
 

第
1
展
示
室
 

【
日
本
画
】 

　
視
 

　
流
 

【
油
彩
画
】 

　
1
9
8
2
年
　
私
 

　
タ
ン
ク
の
多
い
工
場
 

【
彫
塑
】 

　
孤
影
 

　
話
 

【
素
描
】 

　
タ
イ
・
ビ
ル
マ
ス
ケ
ッ
チ
 

 

中
村
　
徹
 

曲
子
光
男
  

鴨
居
　
玲
 

森
本
仁
平
  

石
田
康
夫
 

坂
　
坦
道
  

高
光
一
也
 

第
3
・
第
6
展
示
室
 

　
深
厚
釉
組
皿
 

　
網
代
重
箱
「
暁
天
」
 

　
太
刀
 

　
截
金
桧
盤
「
重
陽
」
 

　
友
禅
薄
茶
地
金
銀
摺
箔
花
び
ら
散
文
振
袖
「
響
秋
」
 

三
代
徳
田
八
十
吉
 

小
森
邦
衞
 

隅
谷
正
峯
 

西
出
大
三
 

羽
田
登
喜
男
 

第
5
展
示
室
 

□槇檜図屏風　俵屋宗達 

　
館
蔵
品
・
寄
託
品
に
よ
る
「
琳
派
」
展
を
開
催
し
ま
す
。
「
琳

派
」
は
桃
山
時
代
後
期
に
本
阿
弥
光
悦
、
俵
屋
宗
達
に
は
じ
ま

り
、
江
戸
時
代
中
期
の
尾
形
光
琳
、
尾
形
乾
山
に
引
き
継
が
れ
、

江
戸
時
代
後
期
に
は
酒
井
抱
一
、
鈴
木
其
一
な
ど
に
よ
っ
て
江

戸
の
地
で
復
興
さ
れ
た
芸
術
様
式
で
す
。
そ
れ
は
大
和
絵
の
流

れ
を
汲
み
な
が
ら
、
大
胆
な
構
成
と
卓
越
し
た
技
法
で
豊
か
な

装
飾
性
に
満
ち
た
芸
術
で
、
絵
画
に
と
ど
ま
ら
ず
、
工
芸
や
書

を
も
含
め
た
総
合
芸
術
と
い
え
ま
す
。
 

　
「
琳
派
」
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
近
代
に
な
っ

て
か
ら
の
こ
と
で
す
が
、
本
来
の
流
派
と
は
、
た
と
え
ば
「
狩

野
派
」
や
「
土
佐
派
」
の
よ
う
に
師
匠
か
ら
弟
子
へ
と
相
伝
の

か
た
ち
で
、
そ
の
技
法
や
様
式
が
連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
伝
え

ら
れ
て
い
く
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
「
琳
派
」
の
場
合
は
、
師
 

弟
関
係
で
は
な
く
て
、
光
琳
は
宗
達
に
、
抱
一
は
光
琳
に
そ
れ

ぞ
れ
私
淑
す
る
こ
と
で
、
自
己
の
画
風
を
確
立
し
て
い
き
ま
す
。

そ
れ
故
に
「
琳
派
」
は
単
に
流
派
の
様
式
の
継
承
で
は
な
く
て
、

美
の
確
か
な
継
承
者
と
し
て
の
結
び
つ
き
の
深
さ
が
認
め
ら
れ

ま
す
。
視
覚
的
に
は
装
飾
的
、
あ
る
い
は
デ
ザ
イ
ン
的
と
い
わ

れ
る
「
琳
派
」
の
表
現
は
、
日
本
の
美
意
識
で
あ
る
「
不
完
全

の
美
」
で
あ
り
、
ま
た
芸
道
思
想
に
よ
る
も
の
と
い
え
ま
し
ょ

う
。
そ
う
し
た
日
本
文
化
の
本
質
を
求
め
た
芸
術
で
あ
る
が
故

に
、
観
者
を
惹
き
つ
け
る
力
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
。
今
日
で
は

日
本
の
み
な
ら
ず
、
世
界
的
に
も
日
本
を
代
表
す
る
芸
術
と
し

て
の
評
価
が
確
立
し
て
い
ま
す
。
 

　
最
近
で
は
光
琳
の
『
紅
白
梅
図
屏
風
』
や
『
燕
子
花
図
屏
風
』

（
い
ず
れ
も
国
宝
）
の
科
学
的
調
査
の
結
果
か
ら
、
金
箔
使
用

の
有
無
問
題
が
メ
デ
ィ
ア
を
に
ぎ
わ
せ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
に
、
何
百
年
の
時
を
超
え
た
現
代
で
も
作
品
の
魅
力
と
謎
は

深
ま
る
ば
か
り
で
す
。
 

　
今
回
は
、
本
阿
弥
光
悦
、
俵
屋
宗
達
、
俵
屋
宗
雪
、
喜
多
川

相
説
、
尾
形
光
琳
、
尾
形
乾
山
等
の
絵
画
・
工
芸
・
書
の
作
品

を
十
五
点
展
示
し
ま
す
の
で
、
お
楽
し
み
下
さ
い
。
 

今月のコレクション展示室 

8月24日(木)～9月24日(日) 
● ◎＝国宝　◎＝重要文化財　□＝石川県指定文化財 

主な展示作品 
タンクの多い工場　森本仁平 
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「人間国宝　松田権六の世界」第2回 

　前回、松田芸術が徹底した古典
の研究に立脚していることを述べ
ました。松田の研究領域は実に広
範です。まず出自である加賀蒔絵
から、その流れを形成した桃山、
江戸。そしてその源流である奈
良、平安時代、そしてそれらを通
底する美意識としての琳派。さら
に日本漆芸に多大な影響を与えた
中国や朝鮮の文物に及んでいます。 
　それは同時に、中国由来ではな
い日本独自の技法や、その特質が

最大限発揮される美意識としての「日本的なるもの」を
探求する歩みでもありました。英語でチャイナが陶磁器
を指すように、ジャパンは漆器を指します。それゆえに、
松田は漆芸において日本文化の独自性を再発見するとと
もに、その継承と発展に終生情熱を注いだのです。4月
号の「美術館だより」に同封した第1弾のチラシには、
Discover JAPAN（うるし）と記されていたことをご記憶
のことと思いますが、松田権六の業績を短く表現すると
すれば、こうなるのではないでしょうか。 

　今回の展覧会では、松田の直接的な関与の観点から具
体的な作品によってその孤高の歩みの一端をご紹介した
いと思います。さらに今回は共通観覧券によってコレク
ション展もあわせてご覧いただけますので、同時期に開
催される「加賀藩の美術工芸」（前田育徳会展示室）、
「加賀文化の華」（第2展示室）、そして「卒寿記念　
人間国宝　大場松魚展」（第5展示室）に展示される名
作の数々を通して、漆＝ジャパンを一層身近に感じてい
ただけるものと考えております。 
　最後に、関連催事についてもお知らせします。まず10
月1日（日）には本館館長による講演会が、さらに10月
15日（日）には、人間国宝の川北良造氏、前史雄氏、そ
してこの度新たに認定される小森邦衞氏と本館館長の4
人に生前の松田権六の想い出や、知られざるエピソード
を語っていただく座談会が、それぞれ午後1時半から本
館ホールて開催されます。これらによって松田権六の人
となりに親しみを感じていただければ、作品鑑賞もより
味わい深くなるのではないでしょうか。その他10月14日
（土）の美術講座、会期中毎週日曜日に展示室で行うギ
ャラリートークなど本館学芸員が担当するプログラムに
も是非ご注目いただきたいと思います。 

 

9月29日～10月29日 

撮影　大堀一彦 

キッズ☆プログラム　鑑賞講座 
矢野倫真 水彩画を鑑賞しよう　7月1日（土） 

ミュージアムレポート 

企画展TOPIC

キッズ☆プログラム　体験講座 
夏休み　親子で楽しむ美術館　親子で鑑賞会 

 
 
 
 
　今回のトークは、映画「ダ・ヴィンチ
コード」の公開が話題を呼んでいた時期
であったことも考慮して、古九谷という
「象徴の森」に大胆に踏み込んでみまし
た。中国において色絵磁器は、「長命富
貴」への想いの担い手でした。古九谷が
松竹梅や鳳凰、布袋、海老、宝尽くしな
どを題材としているのは、技術のみなら
ずそうした文化的背景も継承したことに
よると考えることができます。 
　それでは、「ダ・ヴィンチコード」の
視点から樹木、葡萄、魚、鶴、数字の9
をどのように読み解くことができるでし
ょうか。詳細は省きますが、他の作品に
見られる十字の意匠とともに、これらは
キリスト教信仰の文脈に結びつけること
ができます。当日はこの点で来場者の方々
と大いに議論が盛り上がり、「延長戦」
に突入したことも報告しておきます。 
 

ギャラリートーク 
「古九谷名品選」 
ギャラリートーク 
「古九谷名品選」 

　小学生を対象としたコレクション
展示室鑑賞講座2回目、今回は「矢野
倫真　水彩画を鑑賞しよう」と題し
て矢野倫真の水彩画を中心とした第3
展示室を鑑賞しました。 
　講義室で矢野倫真について少しお
話したあと、水彩紙と水彩絵の具を
触ってみました。その後展示室に移
動し、100年前に描かれた水彩画に対

面しました。小学生が学校で使用する絵の具はほとんど水彩絵の具
ですので、表現に関心が高く、「どんな色が重ねてあるの？」「こ
こは何色？」と細かな部分まで鑑賞していました。「この中で一つ
好きだなと思う絵を教えて」と言う問いかけに、「あまりにきれい
なものばかりで･･･どれにしよう」「ひとつなんて選べない」という
感想が多かったようです。 
　次回の鑑賞講座は9月2日（土）「百々俊雅の世界を鑑賞しよう」です。 
 
 
 

　夏休み特集展示「親子で楽しむ美術館」にあわせて、今年も小学
生とその保護者を対象に作品鑑賞を楽しみ、材料の制作体験をして
美術に親しんでいただこうと「夏休み　親子で楽しむ美術館　親子
で鑑賞会」を企画しました。 
　小学生向けのコレクション展示鑑賞・体
験講座を開いて4年目になりますが、毎年定
員をはるかに上回る応募をいただきありが
とうございます。いつもたくさん応募いた
だく小学1・2年生は同じ内容で午前・午後
と回を増やした「ぺたぺたころころ　スタ
ンプ！」、小学3・4年生は「工芸に挑
戦！」、小学5・6年生は「日本画に挑戦！」
と、それぞれの学年に応じたプログラムを
準備し､作品の鑑賞と、作品の制作や材料体
験に親子で楽しく取り組みました。この様
子は当館のホームページでご覧になれます。 
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9月の行事案内 《入場無料（ギャラリートークを除く)・いずれも午後1時30分から行います》 
月　日 行　事 内　　　　　　　　容 会　場 

キッズ☆鑑賞講座 9/2（土） 
9/3（日） 

9/17（日） 

9/24（日） 
9/30（土） 

9/9（土） 
9/10（日） 
9/16（土） 

9/23（土） 

講演会 

月例映画会 
美術講座 

美術講座 

美術講座 
月例映画会 

月例映画会 
ギャラリートーク 

講義室 
ホール 
講義室 
ホール 
講義室 
ホール 
講義室 
ホール 
展示室 
 
 

百々俊雅の世界を鑑賞しよう　※小学生対象となります 
日本画と私 
琳派　－光悦と加賀文化－ 
信貴山縁起絵巻　説話空間と漂白のこころ 
「国宝　信貴山縁起絵巻を読む」 
信貴山縁起絵巻　説話空間と漂白のこころ 
保存の話　－文化財と害虫－ 
信貴山縁起絵巻　説話空間と漂白のこころ 
卒寿記念　大場松魚展 

（前多武志主任主事） 
（日本画家・金沢美術工芸大学名誉教授・百々俊雅氏） 

（末吉守人学芸第一課担当課長） 
 

（村上尚子学芸主任） 
 

（宮衛学芸第二課長） 
 

（末吉守人学芸第一課担当課長） 

※9月の全館休館日は25日（月）～27日（水）です。 
 

期　　日　　10月14日（土）～15日（日） 

　　　　　　1泊2日　宿泊は長野市 

参 加 費　　20,000円（友の会会員以外は21,000円） 

募集定員　　45名（対象は原則として成人） 

 

見学予定地 

　　長野県信濃美術館・東山魁夷館、水野美術館、

　　池田満寿夫美術館、清水寺、碌山美術館、 

　　安曇野ちひろ美術館 

 

◆出発時刻と場所は以下の2ヶ所となります。 

　①美 術 館－午前6時30分 

　②JR金沢駅－午前7時 

◆食事については、旅行代金に2回の昼食と翌日の

　朝食代が含まれますが、夕食は各自でお願いいた

　します。 

◆宿泊はシングルルームの利用となります。 

◆2日目の帰着時刻は金沢駅に午後6時45分を予定し

　ておりますが、交通事情等により前後する場合が

　あります。 

◆美術館からご乗車の方でお車をご利用の方は翌日

　までの駐車が可能です。 

 

お申し込みの方法 

☆往復はがきに下記の事項をご記入し、ご応募下さい。 

　参加証を発行します。応募多数の場合は抽選を行

　い、参加者を決定させていただきます。抽選会は

　公開の形で9月13日（水）午前中に行います。立

　ち会いご希望の方は11時までに当館講義室へご来

　場下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご注意 

☆当選後、参加の権利をキャンセルされる場合は、

　必ず当館へご連絡下さい。その後当館よりキャン

　セル待ちの方へ順番に参加権をお譲りいたします。 

☆2日間にわたるバスでの移動となります。移動と

　観覧時間には十分配慮いたしますが、お身体の具

　合に自信のない方は、今回の参加をご遠慮下さい。 

第36回 現地見学参加者募集 第36回 現地見学参加者募集 第36回 現地見学参加者募集 
～長野ゆかりの美術家をたどる～ 

 

①往復はがき裏面に文化財現地見学参加希望と明

　記し、住所・氏名・年齢・会員番号・バスの乗降

　場所（美術館の場合、駐車希望の有無）をお書き

　下さい。 

②返信はがきの表面には、返信先（住所・氏名）をお

　書き下さい。 

③返信はがきの裏面には、何も書かないで下さい。 

 

◇応 募 先　〒920-0963　金沢市出羽町2-1 

　　　　　　石川県立美術館文化財現地見学旅行あて 

◇応募締切　平成18年9月12日（火）必着 

 

※応募希望者1名につき、往復はがき1通でご応募

　下さい。お一人で何通も出されたものや、連名のも

　の、記載事項が不備なものなどは無効となりますの

　でご注意下さい。 

※当館からの返信は再発行いたしません。 

せ い す い じ  
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ミュージアムショップ通信 ミュージアムショップ通信 ミュージアムショップ通信 ミュージアムショップ通信 

古紙配合率100％再生紙を使用しています －  8  － 

　作者の作品には、身近な生活の場や情景を描いた
ものが多く見られます。この作品も、作者が日常生
活の中で出会ったひとつの光景でしょう。色彩は、
幾重にも複雑に重ねられ、重厚で味わい深いものと
なっています。また、建物のフォルムは、固い線で
決定されているのではなく、感覚的で揺れ動くよう
な印象を与え、そこに作者の息づかいが現れている
ようでもあります。　 
「僕は生来不器用で、何事にも論理性というものを
持ち合せないもんですから、失敗を繰り返して自分
らしさを見つけ出していくしか仕方がないと思って
るんです」と作者は語っていますが、この画面には、
一人の人間として現代を生きる画家の生活臭が漂い、
見るものに親近感を与え、忘れられていた懐かしい
郷愁を呼び起こすのです。 
　輪島市に生まれた山本氏は、少年・青春期を金沢
で過ごしました。そして、金沢美術工芸大学で日本
画を学び、そこで京都から赴任していた京都画壇の
重鎮・西山英雄氏に強く影響を受けることになりま
す。48年に卒業した後、地元で中学校の教員となり
ますが、一年後、日本画家としての道を歩むことを
決意、京都に出て、本格的に西山氏に師事すること
になりました。 
　50年に日展に初入選し、以降、毎年出品していま
す。61・平成8年には特選を得、着実に自己の画風
を形成していき、日春展、京展で受賞を重ねるとと
もに、京都画壇日本画秀作展、山種美術館賞展、菅
楯彦大賞展等にも出品、旺盛な制作活動を続けてお
られます。日展会友。 

帯紋干菓子盆　4,500円 
帯紋銘々皿　　8,500円 

桃色地山道分摺箔 
（当館所蔵） 

質　屋 
しち　　　　や 

山 本 　 隆 昭和24年(1949)～ 

平成3年（1991）　第23回改組日展 

縦195.5　横195.5(cm) 

 

 

 

 

や ま も と 　 　 た か し  

　行く夏を惜しむ蝉の声もあと僅か、気力を更に充実させていき
たいですね。さて、いよいよ次回は郷土が生んだ“うるしの神様”
松田権六の展覧会となりました。今回のミュージアムショップ通
信では松田権六展にちなんで、うるしの紹介をしたいと思います。 
　「帯紋干菓子盆」と「帯紋銘々皿」。当館所蔵の能装束「桃色
地山道文摺箔」（19世紀）を模したものです。立涌くずしを横に
用いた「山道」の文様は横縞のふぞろいな曲線で形取られ、それ
があたかも山の道をあるいているような変化をあたえています。
能装束では桃色地に金の摺箔で表現されていますが、商品の方は
朱漆に金で現代的に表現されています。是非ショップにもお立ち
寄りくださいね。 
 

次回の展覧会 
企画展　人間国宝 松田権六の世界 
　　　　　　　　　　　　　　(企画展示室) 

特別陳列　卒寿記念 大場松魚展(第5展示室) 
特　集　加賀藩の美術工芸(前田育徳会展示室) 
特　集　加賀文化の華(第2展示室)
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休館日：9月25日（月）～27日（水） 

9月29日(金)～10月29日(日) 
 

9月28日(木)～11月12日(日) 
 


